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高品質な陽電子ビームを発生させ、サブミクロンオーダーに収束した陽電子ビームを形成し、
極微小材料や材料局部の陽電子消滅計測や、空孔欠陥の面内分布測定を可能とする顕微技術を
開発する。

顕微陽電子消滅技術の開発

本シーズの問い合わせ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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顕微陽電子消滅技術の開発

鉄鋼材料、半導体材料など

分析機器メーカー
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基礎段階

高品質な陽電子ビームを発生させ、サブミクロンオーダーに収束した陽電子ビームを形成
し、極微小材料や材料局部の陽電子消滅計測や、空孔欠陥の面内分布測定を可
能とする顕微技術を開発する。

アウトカム 知財等関連情報

連携希望企業

シーズの特徴（成果含む）

アウトカムに至る段階
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前川　雅樹

計測技術含む

・陽電子ビームを使うと、材料中の微細な欠陥（空孔）を捉えることができます。
・ビームの発生源を工夫することで、最小1.9μmという、これまでになく細く収束する技術を開発
しました。さらに試料面上を走査し、空孔の平面分布が測定できるようになりました。
・鉄鋼材料の亀裂の先端部の観測では、亀裂の進展に先行して空孔が導入されている様子を
明瞭にとらえることができました。

○世界最高レベルの陽電子ビーム収束に成功。
構造材料の劣化評価、微小試料の測定に道。

亀裂進展に先行した
空孔型欠陥の導入

光学顕微鏡像

(欠陥多い)

(欠陥少ない)

陽電子マイクロビーム発生装置

試料走査機構
試料

ビーム
輸送系

ガンマ線検出器

高輝度陽電子銃

高倍率
収束レンズ

応力腐食割れを起こした
ステンレス鋼の亀裂先端

最小
1.9μm

対応する場所の
陽電子消滅イメージ
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本シーズの問合せ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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